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〔設置目的〕 

 愛媛県は炭素繊維（carbon fiber; CF）の世界的な製造・開発拠点を有する。このような地域産業の特

色を背景として，本リサーチユニット（以下，本RU）の設置目的は，以下の通りである： 

①「炭素繊維」を用いた革新的複合材料（炭素繊維複合材料）の開発を行う学術研究拠点を形成する。 

②開発された炭素繊維複合材料を産業応用することにより，地域産業に貢献する。 

③愛媛県及び地域企業との共同研究を推進することにより，地域に高度技術人材を育成する。 

以上は，「地域連携・産官学連携を強化・拡充し，地域活性化に資する人材育成と学術研究を推進する」

という愛媛大学の目標に合致するものであり，愛媛大学の特色ある研究として国内外にアピールする拠点と

なりうる。 

 

〔活動計画概要〕 

 愛媛大学社会連携推進機構産学連携推進センター下に設置された「炭素繊維高度利用研究会」，「カー

ボン（Car-bon）工房」および，工学部研究拠点としての「炭素繊維高度利用研究プロジェクト」において

創成されたシーズと産官学ネットワークを活動のベースとする。これに加えて，愛媛大学紙産業イノベー

ションセンターおよび愛媛県産業技術研究所と連携して，炭素繊維と抄紙技術を利用した高機能紙および

エコ複合材料の研究開発を実施する。以上のような強固で密な産官学連携体制のもと，研究活動を行い，

革新的な炭素繊維複合材料に関する学術シーズの創成並びに地域の産業振興と人材育成を通した地域貢献

を実現するとともに，国からの大型予算の獲得を目指す（図1）。 

 

 

図１ リサーチユニットの位置づけと展開 

 

 


